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｢一日一触｣
患者さまとの温かなこころの
ふれあいを大切にします。

安全で安心できる医療を、十
分な説明と患者さまの同意の
もとに、もてなしの気持ちをも
って提供していきたいと考え
ています。患者さまを頂点とし
て、紹介する医療施設のトラ
イアングルの良好な関係を築
いていきたいと思います。
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「圧迫骨折」
整形外科科長 ／ 平野  章

　高齢者が転倒し背骨がつぶれる

ことを一般に「圧迫骨折」と呼びま

すが、正しくは「骨粗鬆性椎体骨折」

とよびます。骨粗鬆症とは広く知ら

れるようになりましたが、骨の量(骨

量)が減って骨が弱くなり、骨折しや

すい病気とされ、日本には約1000

万人以上の患者さんがいるといわれ

ています。

　骨粗鬆症により骨折しやすい場

所として、前述の椎体骨折の他、橈骨

遠位端骨折(手首の骨折)、大腿骨近

位部骨折(股関節の骨折)が高齢者

の三大骨折と言われます。椎体骨折

の多くは高齢者が尻もちをつくこと

により起こります。しかし、骨脆弱性

が強ければ転倒しなくても車やバス

に乗っているだけでも起きることや、

草むしりをしているだけでも発症し

てしまうこともあります。

　治療の基本は現在でも保存療法

です。保存療法とはギプスやコル

セットによる外固定を行いながら骨

癒合を待つ治療です。多くの場合は

保存治療により骨癒合が得られ、当

院でもコルセット作成による保存療

法が基本です。

　しかしそれでも骨癒合が得ら

れない、いわゆる偽関節となった

場合は、骨がついていないので動

作時痛が残存したり、骨が圧潰し

椎体後方を通っている神経を圧迫

し、麻痺を起こしたりすることがあ

ります。下肢麻痺が見られる場合

は除圧固定術などといった侵襲の

大きな手術が必要になりますが、

下肢症状のない、腰痛が主体の

偽関節に対しては最近経皮的椎

体形成術：ＢＫＰ( B a l l o o n  

Kypho-Plasty)と呼ばれる手術

が多く行われるようになってきま

した。これは背中の2つの数ｍｍ

の傷から針を刺し、椎体に挿入し

たのち風船を膨らませ、圧潰した

椎体を押し広げ、そこにセメントを

挿入し固めるというものです。低

侵襲で手術時間も短く、術直後か

ら疼痛が改善することも多く除痛

効果に優れています。基本的には

偽関節に対し行われるものでした

が、新鮮骨折の中でも、骨折型に

よったり、強い疼痛が続く場合に

は徐々に行われるようになってき

ました。早期除痛が得られ大変良

い手術ではありますが、全身麻酔

を必要とし、また前述したように多く

は保存治療で改善する疾患ではあ

りますので、患者さんそれぞれの年

齢、骨折型、疼痛の状況等にあった

治療法を考慮する必要があります。

　このＢＫＰという手術は認定資格

を持った医師のみ可能な手技で可

能な施設も限られますが、当院でも

現在行っており、椎体骨折後も強い

腰痛などが残っている場合にはご

相談ください。

　4月は新しい環境や人間関係の変

化が一挙に押し寄せる時期。暖かく

なりワクワク気分もあるけれど、新

しい季節は何かと体調の変化が起

こりやすい時期でもあります。

　頭痛は、日本では4人に1人がもつ

と言われる国民病です。これほど身

近ということもあって軽く考えられ

がちですが、ひどくなると生活に支

障をきたしたり、命にかかわる病気

が隠れていたりすることもあります。

そこで、原因別の頭痛タイプを見極

め適切な対処法を知っておくことが

大切です。大きく分けて片頭痛と緊

張型頭痛についてご紹介します。

《片頭痛》
 原因
何らかの理由で脳の血管が急激に

拡張して起きるのが「片頭痛」です。

心身のストレスから解放されたとき

に急に血管が拡張することがあり、

仕事のない週末等に片頭痛が起こ

りやすくなります。そのほか、寝す

ぎ、寝不足、女性ホルモンの変動、

空腹、疲労、光や音の強い刺激など

も誘因とされています。

 症状
頭痛の直前には肩こりが出ることも

あり、こめかみから目のあたりがズ

キンズキンと心臓の拍動に合わせる

ように痛みます。片頭痛の特徴は体

を動かして頭の位置を変えると痛

みが増幅することです。いったん痛

み出すと2～3日は続き、多い人では

一週間に1回と周期的に頭痛を繰り

返します。

 予防法と対処法
①人ごみや睡眠不足、週末の寝だ

めなど片頭痛の引き金になることは

避けましょう。

②頭痛誘発食品(チョコ、赤ワイン、

チーズなど)の取りすぎには注意し

ましょう。

③入浴で温めることやマッサージ

は血管を拡張させて痛みが増すの

で逆効果です。冷たいタオルなどで

冷やしましょう。

《緊張型頭痛》
 原因
頭の横の筋肉や、肩や首の筋肉が

緊張することで起きます。原因は精

神的・身体的ストレスであることが

多く、コンピュータ操作などで長時

間同じ姿勢を取り続けている人に

も起こりやすいです。

 症状
午後から夕方にかけて目の疲れや

倦怠感などとともに痛みが現れ、後

頭部から首筋を中心に頭全体が

ギューっとしめつけられるように痛

みます。頭痛以外の症状は現れず、

日常生活への支障も片頭痛ほどで

はありません。

 予防法と対処法  
①長時間同じ姿勢をとらないように

しましょう。

②温めたりストレッチをしたりして

首や肩の血行をアップし、筋肉の緊

張をほぐしましょう。

③首の負担にならないよう枕の高さ

を調整しましょう。

季節の変わり目は頭痛に注意！
2階病棟 看護師 ／ 富本 真美
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部署紹介 研修会の報告

「中央材料室業務」
中央材料室 ／ 本間　豊

　札幌里塚病院中央材料室をご紹

介します。

　急性期の医療を担う病院におい

て、中央材料室の役割は大きく、病

棟・外来をはじめ院内の各部署へ必

要な医療材料を払い出し、各部署で

使用したいろいろな機材を回収し、

超音波洗浄機で汚染物を除去し乾

燥したのち、包装・パッケージの工程

を経て、専用の滅菌器で滅菌しま

す。手術器械も同様の処理をしま

す。ここで滅菌処理をする前の洗浄

がとても大切で、この過程がその後

の滅菌処理の精度向上につながる

といわれております。

　大小医療機関における中央材

料室の洗浄・滅菌業務は、学会の

発足により専門的発展を遂げてお

り、日本医療機器学会が母体と

なって滅菌業務研究会の運営のも

と、滅菌技士の認定制度が設けら

れ、中央材料室で働く専門知識を

持った人材の育成を目指しており

ます。学会を通して得られた知見

をもとに、関係機関・企業が医療

機関へ指針の発信や消毒滅菌に

関係する機器や商品開発の取り組

みがなされております。

　滅菌機は学問的に立証された

温度・滅菌時間・乾燥などがあらか

じめプログラムされておりますが、

更に滅菌処理後正しく滅菌が行わ

れたことを確認するため、化学的・

生物学的インディケーターなるもの

を使い、滅菌処理が確実にできてい

たか否かの判断をした後各部署へ

払い出しをしています。

　私たちの生活環境には、細菌がた

くさん生息しており、医療現場では

使用する医療材料の細菌による汚

染を回避し、患者さんを感染から守

らなくてはなりません。汚染物の除

去と細菌の死滅処理(滅菌)、中央材

料室はこの点を最も大切に業務を

行っております。

院内研修会レポート
「ごみについて知ろう」
リハビリテーション科／武田　こゆき

　2019年1月23日に外部から講師

をお招きして、感染対策委員会主催

の院内研修会「ごみについて知ろ

う」が開催されました。

　ごみと言っても、一般家庭から出

るごみの話ではなく、普段あまり馴

染みのない産業廃棄物の種類の話

や、その最終処分場の話からはじま

り、病院で重要な感染性廃棄物の

話や、医療関係機関における廃棄物

の処理に関する法律の話まであり、

短い時間でしたが大変内容の濃い

研修会でした。

　感染性廃棄物の話では、感染性

廃棄物と非感染性廃棄物を区別す

る為に、判断フローに沿って①形

状、②排出場所、③感染症の種類、

の3段階で判断することを知りまし

た。いままではなんとなくしかわから

なかったことが整理されただけでな

く、はじめて知る内容もあり、とても

興味深かったです。例えば、血液・体

液のついたものや病理廃棄物（臓

器、組織、皮膚など）が感染性廃棄

物になることは、なんとなく想像が

つくと思いますが、破損したガラス

は血液等が付着していなくても感

染性廃棄物と同等の扱いにすると

いう事や、点滴はチューブ類や針は

感染性廃棄物、本体は非感染性廃

棄物というふうに分かれている事は

はじめて知りました。

　また、感染症患者の紙おむつの

取り扱いについても、感染症ごとに

細かく分類されており、感染性廃棄

物として取り扱うものが多いのです

が、インフルエンザやウイルス性肝

炎（E型肝炎・A型肝炎を除く）の患

者の紙おむつは、非感染性廃棄物

としての取り扱いになるそうです。

　リハビリは、医師や看護師と比べ

ると廃棄物を取り扱う機会が少な

いので、今までは正直あまり細かい

分類まではわかっていませんでした

が、これからはこの研修会で学んだ

ことを生かして、今までよりも適正

に処理できるようにしていきたいと

思います。

2 超音波洗浄器

1 手前高圧蒸気滅菌器と
　 奥はガス滅菌器1 2
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委員会から 病院紹介

CS委員会活動報告
CS委員 ／ 伊藤  善行

　スーパーなどでよく目にする「ご意

見箱」、当院にも「ご意見箱」がある

のをご存知ですか？各フロアに設置

し患者さん、患者さんの家族、お見

舞いに来た方々等、当院を利用する

方々の声（ご意見、ご要望）をお聴き

しています。その「ご意見箱」を管理

しているのがCS委員会です。CSと

は Customer  Satisfaction （顧客

満足度）の略称で、CSの向上を図る

ことを目的として活動しています。

　活動は主に各フロアに設置したご

意見箱の投書の収集。各部署スタッ

フへの口頭によるご意見、ご要望を

もとに月一回委員が集まり検討を

重ねています。ただ入院中の食事に

関してのご意見・ご要望は、栄養委

員会があるのでそちらに回してい

ます。

　寄せられたご意見の中に「食堂の

椅子が全部破れていて、お尻が痛く

て座れません」とありました。「面会

の家族も座らせられなくて困りまし

た」とも。早速調べてみるとイスの

座面真ん中が裂けているイスが多く

ありました。経年劣化によるものと判

断し、新しいものに交換しました。ま

た、他のご意見で「個室のドアの内側

にカーテンを着けてほしい。突然ド

アを開けられるとびっくりするし、

カーテンをすることでプライバ

シーも守られるから」というもの

もありました。必要性を感じ、早速

ドアの内側にカーテンをつけまし

た。これらは当院を利用する方々

の声がないと反映されなかったご

意見かもしれません。

　たくさんあるご要望の中にはあ

る程度費用が掛か

るもの、例えば待合

の順番がわかる電

光掲示板があった

らいいとか、個室

以外の部屋にエア

コンをつけてほし

いなどがあります

が、これらは今後

の大規模な改修工

事の良いご意見と

して伺っています。

　待ち時間の問題

（手順を見直し改善

に向け検討を重ね

ているところで

す。）などで厳しい

ご意見も多いので

すが、なかには先生やスタッフに

対する感謝やお礼のことばもあり、

それをみると嬉しくもあり誇らしく

もあり日々頑張っていこうという励

みにもなっています。

　毎年4月に「待ち時間調査」、「満足

度調査」をCS委員会の企画で行っ

ています。今年は5月に行いますの

で、貴重なご意見、ご要望よろしく

お願いいたします。

HURトレーニング風景 Red cordトレーニング風景

　平成31年4月1日で、きたひろしま

整形外科リハビリクリニックが開院

して１年が経ちました。平成30年3月

１日から立ち上げに参加させていた

だき、新しくクリニックが開院する

期待に胸を膨らませ、出勤したのを

覚えています。クリニックの立ち上げ

業務など経験がない為、初めてのこと

ばかりで大変でしたが開院するのが

楽しみで作業を行なっていました。

　開院日が近づくにつれ、不安な気

持ちと楽しみな気持ちが入り混じり

ました。リハビリでは新たに理学療

法士が配置され運動療法が始まる

ことや、それに伴う業務がスムーズ

に行えるだろうかなど不安がありま

した。

　そして開院日！ 緊張をしながら

早めに出勤し、スタッフの方々と業

務の再確認をし、業務前に円陣を組

んで掛け声をかけたのが懐かしい

です。初めに来院した患者さんの顔

は今でも覚えています。徐々に患者

さんが来院してきてリハビリオー

ダーも次々と出ました。3月の1ヶ月

間は立ち上げ作業のみでリハビリ

業務を行っていませんでしたが、身

体が覚えているものですね。業務終

了後、どのように行えばスムーズに

業務が進むか、何が必要かなど、ス

タッフの方 と々話し合う日が続いた

4月でした。

　それから試行錯誤を重ね、業務

がスムーズに行えるようになると、

徐々に患者さんの来院数も増えて

いきました。スケジュール管理や新

規の患者さんのリハビリなど忙しく

なってきました。その忙しさも患者

さんからの、「リハビリもできる整形

外科が出来たと聞いて来てみた。」

「友達からここがいいよって聞いて

きた。」などのお声を聞きとても嬉し

い気持ちになり、業務に励む原動

力になっています。

　里塚病院で勤務していた時に

は、「退院した後にもリハビリをした

いけど、里塚病院まではなかなか行

けない。」とのお声もありましたが、

里塚病院附属である当クリニックが

開院したことで、手術から退院まで

のリハビリは里塚病院で、その後の

主治医の診察・リハビリなど退院後

のフォローはクリニックで行なうこ

とが出来るようになりました。

　当クリニックには、専門外来もあ

り、現在は合六医師の肩外来、鴇田

医師の足外来の診療を行っており

ます。また、４月から平野医師の脊

椎外来の診療が始まります。肩・

足・首・腰が痛みやしびれなどの症

状のある方は一度専門医師の診察

を受けてみてはいかがでしょうか？

初めて経験することが多く怒涛の

一年でした。この忙しさも全て貴重

な経験であって楽しみつつ過ごせ

たかな？と思っています。

　患者さんから頂いた嬉しいお声

を忘れず、より良い医療を提供し、

地域の皆様の健康に貢献できるよ

う頑張っていきたいと思います。

きたひろしま整形外科
リハビリクリニック
開院1周年を迎えて
きたひろしま整形外科リハビリクリニック
理学療法士 ／ 荒野 梨沙
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